
ほけんとふくし

　令和３年３月に運用を終了する環境省の仮設焼却施設（蕨平地区）の跡地で木質バイオマス施設を整
備する計画について、11月１日に蕨平地区の住民を対象に説明会が開かれました。７月に事業者として採
択された「飯舘バイオパートナーズ株式会社」からの計画説明と地区住民との意見交換が行われました。

計画どおりの燃料（木材）調達は可能か？村内だけ

では難しいのではないか？

　最後に志賀三男区長が「バイオマス事業は行政区の皆さんの
理解と賛同を得て、了解してきたものです。今日の説明会でより理
解が深まったと考えます。今後も必要に応じて説明会を開催いただ
き、住民と事業者の相互理解をお願いしたい」と述べました。
　村は引き続き、安心・安全な事業計画を事業者に求め、地区住民
との意見交換等を図って参ります。

　この木質バイオマス施設は、木材を燃焼させ、その蒸気で発電した電力を国の固定価格買取制度により
売電することとしています。これにより、震災後利用が停滞していた村内や周辺地域の間伐材等の森林資
源の有効活用を図ると共に、林業の再生や森林整備の促進、雇用の増加が期待されます。
　村では以前から仮設焼却施設の跡地利用について地区と話し合いを続けてきています。
　杉岡村長は、「基準を超える灰が出ることになれば、この灰については法律により国が責任を持って処理
すべきもの。しかしその処分先は村だけでは決められない。引き続き国や県、関係する市町村と連携をして
協議を進め、解決していきたい。大切なことは、地元の皆さまと今後も協議を重ねることであり、村にとっても
地域にとっても重要な計画となるのか見極めていきたい」とあいさつを述べました。
　続いて、事業者から、燃料（木材）調達や放射性物質対策などの事業計画について説明がされました。
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現在の環境省の仮設焼却施設では、今回計画のバイ

オマス施設より（濃度の）高い放射性物質を焼却し

ているが、漏えいなどの事故は起きておらず、技術

データの蓄積もできています。今回のバイオマス施

設で受け入れる燃料（木材）の放射性物質は、仮設

焼却施設と比べ10分の１から100分の１と考えら

れますが、環境省の仮設焼却施設と同じ安全対策を

実施するため、安全には自信を持っています。

意見交換で出された主な質問と回答は次のとおりです。

村内だけで必要量を収集することは難しいと考えて

います。バーク（樹皮）については相双地方など村

外からも収集、間伐材は村内を中心に広く収集を考

えており必要量は確保できる見込みです。

使用するフィルターの安全性（放射性物質対策）

は？
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※転出した方については、転出前　
　の行政区を掲載しています。

むし歯０の子
   表彰式

ゼロ

   名前    　 性別 行政区

大井 夕楓　  女　  草野

河野 澪夢　  男　 二枚橋・須萱

細杉妃花瑠　女　  前田

佐藤 千畝　  女　  前田

髙橋 煌芽　  男　  関根・松塚

髙野 心結　  女　  大倉

佐藤 志歩　  女　  関根･松塚

   名前    　 性別 行政区

菅野 　尚　  女　　蕨平

小山田理大　男　　前田

菅野 琥雅　  男　　宮内

細山 晴在     男　　飯樋町

細川 珠那　  女　　上飯樋

大井 裕稀　  男　　草野

   名前    　 性別 行政区

佐藤 圭剛　  男　　前田

大谷琉希奈　女　　小宮

齋藤 雫空 　 女　  二枚橋･須萱

三浦 鈴花　  女　　深谷

渡邊 凜心     女      比曽

佐藤 蒼汰     男      飯樋町

菅野    葵　  女　  前田・八和木

★令和２年度 虫歯０の子表彰者★
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親子で歯みがきがんばりました ！

　11月８日の「いい歯の日」に合わせ
て、３歳５か月児健康診査でむし歯が
なかった子を表彰する「むし歯０（ゼロ）
の子表彰式」が、交流センター「ふれ愛
館」で行われ、子ども達に、ごほうびの表
彰状と記念メダルが贈られました。
　村が令和元年度に実施した３歳５か
月児健康診査でむし歯がなかった子は
21人でした。

　１１月１３日、草野行政区が月に１回開いてい
る地域サロンに合わせて、村地域包括支援セ
ンターが「口腔（こうくう）教室」を開きました。
　教室では、福島県歯科衛生士会の歯科衛
生士・長川圭子さんを講師に、口の健康を保つ
方法や口腔ケアについて学びました。口の中を
清潔にすることは、インフルエンザや新型コロナ
ウイルス感染症の予防にもつながるそう。参加
者は、メモを取り熱心に耳を傾けていました。

「口腔教室」の開催を希望する方は、包括支援センターまでご連絡ください。
問 飯舘村包括支援センター ☎0244-42-1626

●歯に残りにくいおやつを選びましょう。

イイタネちゃん

もはりきって

お祝い！

●かかりつけの歯医者さんをみつけ、定期検診を受けましょう。

●お子さんの歯磨きの後は、しあげ磨きを行いましょう。これからもず〜っと 
むし歯０のために

口腔ケアで お口の健康を高めましょう ！
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